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“地球に生命が初めて誕生したのが３８億年前、生
物が上陸したのが４億年前である。”この事は今までに
も他の授業で習ったことがありました。でもそこから
“ではなぜ、生物が上陸するのに３４億年もかかったの
か”という疑問について習ったのはこの授業が初めて
でした。
地球はオゾン層によって有害な宇宙線や太陽風から
守られています。オゾン層で守られているから私たち
はこの地球で暮らしていけます。ではこのオゾン層は
いつからあったのでしょうか。私は｢地球が出来たとき
に一緒にできたのだろう｣と思っていたのですが実は初
めからあったものではありません。
地球の原始大気には二酸化炭素が多く含まれていま
した。その二酸化炭素は海に溶け、やがて石灰岩にな
ることで除去されていきました。４０～３０億年前くら
いのことです。その後２５～２０億年前くらいに光合成
をする生物が現れます。その生物が海中の二酸化炭素
を使って光合成をし、大気中に酸素を放出します。放
出された酸素の一部がオゾンになり上空でオゾン層を
形成します。ここまで経ってやっと生物が上陸してき
ます。生物が外の環境が住みやすい環境になるまで宇
宙線の届かない水中で待っていたということに私は本
当に驚きました。
この授業では生命の進化の理由や地球の歴史なども
学びました。例えば地球の歴史の中で面白かったのは
４億年前、１日は２２時間で１年は４００日あった、と
いう事です。これは年輪と日輪をもつ生物の化石から
わかったことで、４億年前は今より地球の自転速度が
速かったことが分かります。この生物の日輪の数をグ
ラフにすると４億年前から現在まで緩やかな下降線を
描いており、このまま行けば遠い未来に地球の自転が
止まってしまう日が来るかもしれないと私は思いまし
た。私たちが当たり前のように使っている｢１日２４時
間、１年３６５日｣ですが地球の長い歴史から見たらほ
んのひと時の規則でしかないのでしょう。
人類は昔から地球について様々なことを知ろうとし
てきました。私たちがいま常識だと思っていることは
すべて、昔の人が大変な苦労をして見つけてきたこと
です。この授業を受けてそんな昔の人の苦労を少しで
も知り、地球についての理解を深めることができまし
た。
この授業は、私の苦手な数式や物理を余り使わず、
身近な例を取り上げ、類推するという方式でした。1
年生や２年生が受講し、高等学校で学んできた科目も
異なっているので、このような方式の授業は共通教育
としては適切ではないかと思いました。
